
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年９月５日（木） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．理事就任のお知らせ 

２．学認が信頼性のあるオンライン ID発行機関第 1号として山形大学を認定 

３．「災害復興学入門－巨大災害と向き合う、あなたへ－」を防災の日に発刊しました  

４．３大学合同「不思議で楽しい科学・理科体験教室」を開催します 

 

  お 知 ら せ     

１．有機エレクトロニクスイノベーションセンター開所記念式典・記念講演会について 

２．人文学部公開講座「東日本大震災からの復興」の開催  

３．理学部公開講座「ノーベル賞の科学―多様な細胞の形と働き―」の開催 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年９月１８日（水）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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                                   平成２５年９月５日                  

山 形 大 学 

 

理事就任のお知らせ 
 

 

○ 小
こ

 山
やま

 清
きよ

 人
ひと

 （再任） 

（学長代理）教育、学生支援担当 

 

     ○ 北
きた

 野
の

 通
みち

 世
よ

 （再任） 

       総務、入試 

 

    ○ 深
ふか

 尾
お

  彰
あきら

  （再任） 

       研究、評価、医療 

 

    ○ 安
やす

 田
だ

 弘
ひろ

 法
のり

 （再任） 

       社会連携、国際交流 

 

    ○ 柴
しば

 崎
さき

  孝
たかし

  （再任）  

       財務、施設 

 

   ※ 任 期 ： 平成２５年９月１日～平成２６年３月３１日 

 

 

 

（お問い合わせ） 

  総務部広報室 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００３ 

 



役員の経歴等

  法人名　　国立大学法人山形大学     （平成２５年９月１日現在）

役  職 氏  名 就任年月日 経                      歴

昭和４９年　４月　　山形大学工学部助手

こやま きよひと 昭和６２年１０月　　山形大学工学部助教授

理　　事 小　山　清　人 平成19年9月1日 平成　４年　４月　　山形大学工学部教授

平成　７年　３月　　山形大学附属図書館工学部分館長（～平成10年12月）

平成１０年１１月　　山形大学評議員（～平成13年8月）

平成１１年　２月　　山形大学大学院ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長（～平成17年3月）

平成１６年　４月　　山形大学工学部長（～平成19年8月）

平成１９年　４月　　山形大学大学院理工学研究科教授

平成１９年　９月　　国立大学法人山形大学理事

昭和５５年１０月　　弘前大学教養部講師

きたの みちよ 昭和５９年　５月　　弘前大学教養部助教授

理　　事 北　野　通　世 平成19年9月1日 昭和６３年　４月　　山形大学人文学部助教授

平成　６年　６月　　山形大学人文学部教授

平成１６年　４月　　山形大学評議員（～平成18年3月）

平成１９年　９月　　国立大学法人山形大学理事

昭和５７年　１月　　東北大学医学部助手

ふかお　あきら 昭和６１年　４月　　日本電信電話株式会社宮城支社（～平成元年３月）

理　　事 深　尾　　　彰 平成23年4月1日 平成 元 年　４月　　東北大学医学部助教授

平成　８年　６月　　山形大学医学部教授

平成１６年　４月　　山形大学評議員（～平成20年3月）

平成２３年　４月　　国立大学法人山形大学理事

平成　４年　４月　　山形大学農学部助手

やすだ　ひろのり 平成１０年　１月　　山形大学農学部助教授

理　　事 安　田　弘　法 平成23年9月1日 平成１３年　４月　　山形大学農学部教授

平成１７年　４月　　山形大学評議員 （～平成19年9月）

平成１９年１０月　　山形大学農学部長（～平成23年3月）

平成２３年　９月　　国立大学法人山形大学理事

昭和４７年　４月　　高エネルギー物理学研究所

昭和５５年　５月　　文部省

平成　５年　４月　　大分大学

しばさき　たかし 平成　７年　４月　　文部省

理　　事 柴　崎　　　孝 平成21年9月1日 平成１３年　１月　　文部科学省

平成１５年　１月　　高エネルギー加速器研究機構総務部長

平成１６年　４月　　大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構総務部長

平成１７年　４月　　文部科学省研究振興局情報課学術基盤整備室長　　

平成１９年　４月　　総合研究大学院大学事務局長

平成２１年　８月　　文部科学省辞職（役員出向）

平成２１年　９月　　国立大学法人山形大学理事

・
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                                   平成２５年９月５日                  

山 形 大 学 

学認が信頼性のあるオンラインID発行機関第1号として山形大学を認定 

8月1日（木）より，山形大学が発行するオンラインIDの信頼性が米国Open 

Identity Exchange(OIX)の第1保証レベルに認定されました．米国OIXの第1保証

水準の認定を受け，信頼性のあるオンラインIDを発行しているのは，アジアでは

山形大学のみ．認証連携基盤は，8月9日より米OIXの第1保証レベルの識別子に

対応した運用を開始，教育・研究用外部サービスの信頼性の向上を目指す． 

 

◆背景 

クラウドコンピューティングの普及により学内にサーバを設置しなくても安価で

かつ可用性の高いコンピュータサービスを提供できるようになってきた．オンライ

ンIDの連携認証技術の進歩により，学内のアカウントで学外に存在するクラウドサ

ービスを利用できるシングルサインオンも可能になってきている．クラウドサービ

スを介して複数の組織の人々が情報交換を行う場合，発行されたオンラインIDの信

頼性が重要になるので，米OIXをはじめとする客観的な保証水準による認定が必要で

ある． 

 

◆概要 

認定日  ：２０１３年８月１日 

保証水準 ：第1保証レベル（Level of Assurance 1） 

認定機関 ：米国Open Identity Exchange(OIX) 

公開ＵＲＬ：http://openidentityexchange.org/certified-providers 

 

国立情報学研究所(NII)では，大学等がその構成員向けに発行するオンラインID

を学外の様々なサービスにも利用するための認証連携基盤である学術認証フェデ

レーション「学認」を運用している．山形大学では，教育・研究環境の改善の一

環として，クラウド認証連携システムを導入し、学認の運用フェデレーションに

参加しております．この度，本学が外部サービスに提供するオンラインIDの信頼

性を「学認 OIX LoA1認定プログラム」に審査を依頼し，第1保証レベルの認定を

受けました．オンラインIDの信頼性の必要となる外部サービスもシングルサイン

オンで利用できるようになり，利用者の利便性が向上します．認証連携やクラウ

ド技術は日進月歩で成長しており，最新のITシステムを開発できるIT技術者の育

成が必要不可欠であります．このLoA1認定は，教育用コンピュータ環境整備の１

つであり，今後も最新のIT環境整備を目指して様々な改善を進めていきます． 

本学のクラウド認証連携システムの構築は，平成22年度国立大学法人設備整備

費補助金事業の補助によって実施されました． 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 小白川地区情報ネットワーク 

センター 023-628-4209 



 

◆参考資料 

・OIX の記事 

http://openidentityexchange.org/certified-providers 

 

・NII の HP リンク先 

http://www.nii.ac.jp/news/2013/0821 

 

・NII のプレスリリース 

http://www.nii.ac.jp/userimg/press_20130820.pdf 

 

・学術認証フェデレーション （学認：GakuNin）  

https://www.gakunin.jp/ 

 

・学認 OIX LoA 1 認定プログラム 

https://www.gakunin.jp/jo0igwggg-308/#_308 

 

・山形大学 学術認証フェデレーション実証試験 技術資料 

https://upki.yamagata-u.ac.jp/fed/ 

 

・クラウド認証連携システム 

複数 ISP と分散データベースによる高可用性認証連携サービスの構築，伊藤智博，高野勝美， 

田島靖久，吉田浩司，大学情報システム環境研究，15, 72-79 (2012). 
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                                   平成２５年９月５日                  

山 形 大 学 

 

「災害復興学入門－巨大災害と向き合う、あなたへ－」 

を防災の日に発刊しました  

南東北三国立大学(山形大学、宮城教育大学、福島大学)が、東日本大震災後の 

東北の復旧･復興を支援し、新しい東北を創り上げていくために、人的交流と教 

育の連携を深めてきた、その成果の一つとして、『災害復興学』テキストを防災 

の日（9月1日）に発刊しました。 

 

■ 背景 

南東北三国立大学長は、平成２３年１２月１５日に『大災害に際して地方国立大

学がなすべきこと』を決意表明しました。 

この決意表明以降、南東北三国立大学は、東北の復旧･復興を支援し、新しい東北

を創り上げていくために、人的交流と教育の連携を深めてきました。 

この度、その成果の一つとして『災害復興学』テキストを発刊しました。 

 

■ テキスト概要 

(１)タイトル・・・『災害復興学入門 －巨大災害と向き合う、あなたへ－ 」 

 

(２)内容 

東北地方の大学に籍を置く研究者が、学生のみなさんに語りかけるテキスト。

東北出身の学生であれば、あの大地震や原発災害の体験を身をもって共有してい

る関係にあり、まさに自分自身のテーマとして、「復興」の学習を深めてほしい、

それ以外の学生も、想像力を働かせながら読んでほしいと考えて作られています。 

 

(３)価格・・・多くの学生に読んでもらえるように、８００ 円（税抜）と設定。 

 

 
 
 

 

 
（お問合せ先） 

山形大学渉外部渉外課 大学連携担当 

Tel：023-628-4842 

Fax：023-628-4820 

E-mail：dairen@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



  

大災害に際して地方国立大学がなすべきこと 

 南東北三国立大学長決意表明 

島 大 学 長 

平成 23年 12月 15日 

 

                        宮城教育大学長  高橋 孝助 

山形大学長    結城 章夫 

福島大学長    入戸野 修  

 

 大地震と大津波、さらに追い打ちをかけるように襲った原発事故－東北地方は人類が

全く経験したことのない多重災害に遭遇した。死亡・行方不明あわせて約２万人の犠牲に

加え、家屋・家財を失ったり職を失ったりした人々が膨大な数に上っている。 

 今日、この未曾有の災害が地域の人々、とりわけ子どもや若者たちにもたらしている被

害は深刻なものがある。あるいは孤児となり、あるいは親が失業し、心に傷を負い、母校

を失い、避難を余儀なくされるなど、さまざまな苦難を強いられている青少年たちが数多

く生まれている。 

進学を望みながらあきらめざるを得ない若者たちも少なくないと思われる。８月に行わ

れた大手予備校の模擬試験の際に、一部を除く東北の国公立大学への志願予定者が減少す

る兆候が露わになった。被災県内の進学者の絶対的な減少のみならず、県外から東北の大

学への進学者の減少、あるいは進学を機に他県に流出するケースも増えるものと予想され

る。原発事故による放射能災害に見舞われている福島大学において、特にその傾向は顕著

に表れている。 

 今回の大災害は、個々の大学の利害を超えた大きな問題と課題を、この地の高等教育機

関に投げかけているものと言わねばならない。東北の大学は、今なにをなすべきか。南東

北の三国立大学の立場で決意する 。 

 

 （１）被災した子どもや若者たちが夢や希望を失うことのないよう、検定料・入学料・

授業料の減免など、大学はできる限り進学や勉学の機会を提供しなければならない。また

国に対しこれまで以上に財政支援の要請を行う。 

 

 （２）今こそ、教育・研究・社会貢献を柱とした地方国立大学の真価が問われるときで

あり、地域の高等教育機関としての役割を果たすべく、被災地復興や被災者支援において、

独自の組織を立ち上げ、最大限の力を注ぐべきである。 

 

 （３）地域の復興は長丁場になる。たくさんの学生が被災地・被災者支援のボランティ

ア活動に従事しているが、学生がボランティア活動を行いやすい環境を整備することが重

要である。またそのことを含め、長期にわたる復興事業の一翼を高等教育機関が担うべく、

「災害復興学」＊という新しい分野を切り開くことにチャレンジする。 

     

 （４）県や市町村あるいは地域諸団体が今、復興のためにさまざまな事業を展開し、全

国からも支援の手が差し伸べられている。われわれ南東北三大学は、知的資源を集積する

高等教育機関の立場から、諸機関・諸団体と協力しつつ、復興に向けて最大限の貢献をし

なければならない。 

 

 災害からの復興は、住宅や産業の復興ばかりでなく「人間の復興」でなければならない。

そのために高等教育機関の果たすべき役割は小さくない。私ども南東北国立三大学は、高

校をはじめとする学校、行政、あるいは保護者や地域住民との連携を深めながら、与えら

れた使命を遂げるべく、努力していくことを決意するものである。 
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                                   平成２５年９月５日                  

山 形 大 学 

 

３大学合同「不思議で楽しい科学・理科体験教室」を開催します 

 

■背 景 

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター（ＣＩＣ）にオフィスを 

持つ大学の中で、この度、山形、秋田、高知工科大学の３大学が共同で、広報イ

ベントを企画しました。 

科学や理科により親しみと関心を寄せてもらいながら、ＣＩＣや各大学の取組

を知ってもらうことを目的として、*芝浦運河まつりの開催に合わせて、子ども

たちが、簡単に楽しく実際に手で触れたり、物を作成することのできる科学・理

科体験教室を開催します。体験教室の他に、展示スペース等も設け、各大学の取

り組みを紹介します。 

 

■概 要 

山形大学では、「人工イクラを作っちゃおう」「絵が消える？不思議なカード」

の２つのコーナーを設け、主に学生スタッフが体験教室での指導を行います。 

 

日 時：平成２５年９月２９日（日）１０：００－１６：３０ 

  会 場：東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター ５階 

       （東京都港区芝浦３－３－６） 

  対 象：小学生以上（事前登録制） 

     ※参加費無料 

 
*芝浦運河まつり･･･毎年この時期に行われている、地元商店会が主催する地域に密着したイベン

ト。新芝橋、芝浦運河遊歩道等を会場として、フリーマーケット、模擬店、運

河クルーズ等様々な企画がある。 

 

 

 

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター（ＣＩＣ）にオフィスを 

持つ、山形大学、秋田大学、高知工科大学が合同で、地元の子どもたちに、理 

科・科学への興味を深めてもらうことを目的として、科学・理科体験教室を企 

画しました。 

（お問合せ先） 

山形大学総務部 広報室 

Tel：023-628-4008 

Fax：023-628-4013 

E-mail：koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 





 

プレス通知資料               （概 要） 

                                                                        

平成２５年９月５日 

山 形 大 学 

 

１．有機エレクトロニクスイノベーションセンター開所記念式典・記念講演会について 

山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンターは、平成２５年４月に有機エレク

トロニクス分野における先端技術の実証研究拠点として開所しました。大学・企業・公的機

関が一つ屋根の下で有効に連携し、同分野の基礎的・学術的成果を応用・実証に繋げる技術

開発、実用化・産業化を推進するとともに、それら実用化技術の高度化・複雑化に対応でき

る人材を育成することを目指します。開所を記念して下記の日程で、開所記念式典・講演会

等を開催します。 

◆日 時：平成２５年９月１３日（金） 

１１：００～テープカット・内覧会  

【有機エレクトロニクスイノベーションセンター】 

１３：００～開所記念式典 【伝国の杜 置賜文化ホール】 

１３：４５～記念講演会 【伝国の杜 置賜文化ホール】 

１７：３０～記念祝賀懇親会 【上杉城史苑】 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

２．人文学部公開講座「東日本大震災からの復興」の開催 

 東日本大震災により、東日本の広範囲において地域と社会環境が破壊されました。今後、

これら地域と社会環境を持続可能なものとして再構築していく必要があり、それを行う主

体でもある私達には、一体、何ができるのかをこの講座で考えていきます。 

◆日 時：９月２４日、１０月１日、８日、２２日、２９日 火曜日 計５回 

１８：３０～２０：１０まで 

◆場 所：山形大学 人文学部１階 １０３教室 

◆受講料：２，０００円(ただし、大学生・高校生は無料) 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

３．理学部公開講座「ノーベル賞の科学―多様な細胞の形と働き―」の開催 

2012年、京都大学の山中伸弥教授が人口多能性幹細胞（iPS細胞）の研究でノーベル賞を

受賞され、様々な器官、組織の細胞に分化できるiPS細胞の研究によって、新たに細胞の様

々な性質が明らかになり、同時に新しい再生医療技術や医薬品の開発への道が開けました。 

本講座では、iPS細胞研究のノーベル賞受賞にちなんで、「細胞」をキーワードに、様々

な生物の、多様な細胞の形や働きについて、最新の研究成果を紹介します。 

同時に理学部の研究室公開も行いますので、本講座の参加と併せて是非ご覧ください。 

◆日 時：１０月１９日（土）・２０日（日） 

１３時００分～１６時２０分 ※八峰祭と同時開催 

◆場 所：山形大学 理学部先端化学実験棟４階Ｓ４０１大講義室 



◆対 象：一般の方（高校生以上）８０名 

◆受講料：一般１，０００円、高校生５００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

※ これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので、開催がせまっているイべント 

 

○やまがた夜話(９月) 

９月は、『もう一つの山形の顔 ～山形レトロ館の歩み～』をテーマに４回開催します。 

◆日 時：  ※全日、１８：３０～１９：３０まで 

９月 ４日（水）小林 和彦 氏 （山形歴史たてもの研究会） 

１１日（水）酒井 信一郎 氏 （上山まちづくり塾） 

１８日（水）小林 和彦 氏 （山形歴史たてもの研究会） 

２５日（水）小林 和彦 氏 （山形歴史たてもの研究会） 

◆場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

◆対 象：高校生・学生・一般市民 定員５０名（参加費は無料） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

○「山形大学安達峰一郎研究プロジェクト」講演会―国際法と人権― 

山形大学で実施している、「山形大学安達峰一郎研究プロジェクト」において、安達

博士の業績を皆様によりよく理解していただくために、学生・一般市民を対象に、「国

際法と人権」をテーマに講演会を開催します。 

◆日 時：９月６日（金）１４：００～１６：３０ 

◆講 演：①「アウシュヴィッツの体験と人権の擁護」（英語、通訳付） 

        トーマス・バーゲンソール 元国際司法裁判所判事 

    ②「人権と国際司法裁判所の役割」 

        小和田 恆 国際司法裁判所判事（元所長） 

◆場 所：山形大学 小白川キャンパス 基盤教育２号館 ２２１教室 

◆対 象：学生・一般市民（参加無料） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

○第６回山形大学高校生朗読コンクール／群読劇 

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の事業として、

第６回山形大学高校生朗読コンクールと群読劇「グスコーブドリの伝記」を開催します。 

◆日 時：９月８日（日）１３時３０分～１７時ごろ 

第一部：山形大学高校生朗読コンクール 

第二部：群読劇「グスコーブドリの伝記」 

◆場 所：シベールアリーナ（山形市蔵王松ヶ丘） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 
























